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日時： 平成27年10月15日(木）　19時30分から21時30分まで

場所： 守山会館

出席委員： 伴野学区長、井上代表、和田副代表、竹村、本城、寺西、志水、杉本

出席者（行政）： 市民協働課　 髙田係長、生涯学習課　岡田係長、地域振興課　植村事務員

守山会館　田中館長、平井主事

発言者、時間、など

１　開会

○あいさつ
　　・前回に引き続き、２つのグループに分かれて協議を行う。その後、協議結果を報告
し、全体協議を行う。

○前回会議のおさらい
　・別紙議事要旨のとおり

２　テーマ別協議

　Ａグループ

　Ｂグループ

３　会議概要
テーマ【役員の選出について】
※平成27年10月15日（木）の会議で意見が出たものをまとめた。
自治会（６）：本町、梅田町、焰魔堂、二町、弥生の里、大鳥）

【解決策】
○自治会長の選出
自治会長の負担軽減
・自治会長への負担が非常に大きいため、役員の方に事務的な業務はお願いし、対外的
な役割に集中できるようにする。
・副自治会長や三役を手厚くし、自治会長の負担を軽減する。
・行政からの動員依頼や会議の参加依頼が多いので、優劣をつけ必要最小限の出席とで
きるようにする。（例：幼稚園、保育園、小中学校の運動会等の出席を輪番制にする等）
・事務員を雇用し、事務作業の大幅な軽減を行う。
自治会運営の手引書作成
・自治会運営を行っていく際の手引き（自治会ハンドブック）があると手助けとなって良い。
自治会長業務の整理
・自治会長の業務がスムーズに行えるよう、前任者からの引継ぎや書類を整理する。
・自治会長の業務内容が見えてこないため、年間の事業スケジュール表等を作製し、見え
る化を行う。
自治会長選任関係
・一般的に、次年度の自治会長を３月に選定することが多いが、引継ぎ時間がないため、
12月までに決めておいて、十分余裕のある中で自治会業務を引き継いでいく。

第４回　Ａプロジェクト会議議事要旨

内容

議題
守山学区まるごと活性化プランＡプロジェクト
「自治会魅力向上プロジェクト」
課題：役員の選出について

会議要旨



発言者、時間、など

次回以降に
ついて

平成27年10月15日（木）午後７時30分から

決定事項

会議要旨
内容

・自治会長自身が次期会長候補を選出する検討委員会に入り、個別に交渉していく方法
は、やりたくないと思っている人の中から選ぶより有効な方法である。
→一方で、適任者を探せないと同じ方がずっと自治会長を継続し、固定化してしまうおそれ
がある。
その他
・自治会長をやって大変だという話ばかり聞くが、自治会長のやりがいや魅力をもっと伝え
ていくことも必要である。


